
多
数
で
可
決（
経
営
健
全
化

計
画
案
は
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
み
ら

い
も
賛
成
）さ
れ
ま
し
た
。

地
下
鉄
・
バ
ス
と
も
民
営
化

に
必
要
な
廃
止
条
例
案
の
可

決
に
は
、
市
議
会
の
３
分
の

２
の
賛
成
が
必
要
で
す
。

　

吉
村
市
長
が
提
案
し
た
バ

ス
民
営
化
基
本
方
針
案
は
、

市
の
外
郭
団
体
「
大
阪
シ
テ

ィ
バ
ス
」
に
事
業
譲
渡
し
、

そ
の
株
式
は
民
営
化
後
の
地

下
鉄
新
会
社
が
保
有
す
る
と

い
う
も
の
。
当
初
、
現
在
の

路
線
や
運
行
回
数
、
運
賃
を

５
年
程
度
は
維
持
す
る
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
市
側
が
維

持
期
間
を
「
少
な
く
と
も
10

年
」
と
す
る
な
ど
の
修
正
を

行
い
、
公
明
党
が
賛
成
に
転

じ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
反
対
討
論
に
立

っ
た
日
本
共
産
党
の
山
中
智

子
議
員
は
、
高
齢
化
社
会
の

進
展
の
下
で
、
公
営
バ
ス
の

果
た
す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま

す
大
き
い
と
強
調
。「
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」（
２
０
１
０

年
）に
基
づ
き
地
下
鉄
か
ら

の
繰
り
入
れ
で
バ
ス
を
支
援

し
て
き
た
が
、
橋
下
徹
前
市

長
が
民
営
化
方
針
に
基
づ
い

し
た
公
共
事
業
に
切
り
替

え
、
地
域
密
着
型
の
経
済
対

策
を
進
め
る
―
―
の
３
点
を

強
調
し
ま
し
た
。

　

小
川
陽
太
議
員
が
組
み
替

え
動
議
に
賛
成
し
、
原
案
に

反
対
す
る
討
論
に
立
ち
、
高

す
ぎ
て
払
え
な
い
国
民
健
康

保
険（
国
保
）の
保
険
料
引
き

上
げ
や
、
待
機
児
解
消
に
逆

行
す
る
公
立
保
育
所
の
廃
止

　

３
月
29
日
の
大
阪
市
議
会

案
は
、
維
新
と
公
明
の
賛
成

持
は
「
少
な
く
と
も
10
年
」

と
い
う
が
保
証
は
な
く
、
基

本
方
針
案
に
も
経
営
健
全
化

計
画
案
に
も
何
の
道
理
も
な

い
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

３
月
29
日
の
大
阪
市
議
会

本
会
議
で
、
大
阪
市
立
環
境

科
学
研
究
所（
環
科
研
、
大

阪
市
天
王
寺
区
）と
府
立
公

衆
衛
生
研
究
所（
公
衛
研
、

同
東
成
区
）を
統
合
す
る
た

め
、
環
科
研
を
廃
止
し
て
地

方
独
立
行
政
法
人
「
大
阪
健

康
安
全
基
盤
研
究
所
」
を
新

設
す
る
議
案
が
、
維
新
、
公

明
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

両
研
究
所
の
統
合
は
「
二

重
行
政
の
解
消
」
の
名
で
橋

下
徹
前
市
長
時
代
に
提
案
。

公
衛
研
は
２
０
１
３
年
12
月

の
府
議
会
で
可
決
し
ま
し
た

が
、
大
阪
市
議
会
で
は
過
去

３
回
、
維
新
以
外
の
反
対
で

否
決
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
橋
下
市
政
の
継
承
」
を

掲
げ
る
吉
村
洋
文
市
長
は
、

否
決
さ
れ
た
同
じ
内
容
の
案

を
提
案
し
ま
し
た
が
、
公
明

党
が
難
色
を
示
す
中
で
、

「
市
立
環
境
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
」
の
新
設
を
追
加
提
案

地
信
託
事
業（
オ
ス
カ
ー
ド

リ
ー
ム
）の
つ
け
を
す
べ
て

バ
ス
に
押
し
付
け
、
和
解
金

の
支
払
い
の
た
め
に
、
地
下

鉄
の
１
６
０
億
円
も
の
一
時

借
入
金
を
強
い
た
こ
と
に
あ

る
と
強
調
。
路
線
な
ど
の
維

て
突
然
打
ち
切
り
、
路
線
・

便
数
の
削
減
が
進
ん
だ
と
批

判
し
ま
し
た
。

　

交
通
局
が
「
バ
ス
事
業
は

破
綻
」
と
し
て
い
る
最
大
の

原
因
は
、「
オ
ー
ル
交
通

局
」
で
進
め
て
失
敗
し
た
土

　

大
阪
市
議
会
は
３
月
29
日

の
本
会
議
で
、
２
０
１
６
年

度
一
般
会
計
予
算
案
を
維

新
、
自
民
、
公
明
な
ど
の
賛

成
多
数
で
可
決
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
予

算
案
の
組
み
替
え
動
議
を
提

出
し
ま
し
た
が
、
維
新
、
自

民
、
公
明
な
ど
の
反
対
で
否

・
民
営
化
や
入
所
枠
の
大
幅

減
な
ど
、
吉
村
洋
文
市
長
提

案
の
予
算
に
は
市
民
の
切
実

な
願
い
に
向
き
合
う
姿
勢
が

な
い
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

淀
川
左
岸
線
２
期
事
業

（
14
億
３
３
０
０
万
円
）や
う

め
き
た
２
期
地
区
の
新
駅
設

置
・
東
海
道
支
線
地
下
化

（
36
億
７
千
万
円
）、
な
に
わ

筋
線
・
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
、
夢
洲
へ
の
統
合
型
リ
ゾ

ー
ト
誘
致
の
調
査
費
な
ど

は
、
不
要
不
急
の
巨
大
開
発

で
市
が
負
担
す
べ
き
で
は
な

い
と
強
調
し
ま
し
た
。

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
み
換
え
動
議
の
説
明
に

立
っ
た
小
原
孝
志
議
員
は
、

①
市
民
の
暮
ら
し
・
福
祉
・

教
育
を
優
先
す
る
②
「
副
首

都
」
推
進
と
称
し
た
大
阪
市

廃
止
・
分
割
と
、
そ
れ
を
先

取
り
し
た
市
バ
ス
・
上
下
水

道
な
ど
の
民
営
化
関
連
予
算

を
削
除
す
る
③
無
駄
な
大
型

開
発
を
や
め
、
市
民
に
根
差

し
、
会
期
末
に
も
そ
れ
を
一

部
修
正
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
井
上
浩
議

員
は
反
対
討
論
で
、
▽
公
権

力
の
行
使
は
、
地
方
独
立
行

政
法
人
に
及
ば
ず
、
公
衆
衛

生
に
行
政
が
責
任
を
負
え
な

く
な
る
▽
両
研
究
所
が
蓄
積

し
て
き
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ

が
継
承
で
き
な
い
▽
運
営
費

の
総
額
は
お
ろ
か
、
現
水
準

の
維
持
さ
え
困
難
に
な
り
、

機
能
が
確
実
に
後
退
す
る
こ

と
―
―
を
示
し
、「
市
民
の

生
命
と
安
全
に
関
わ
る
公
衆

衛
生
行
政
に
歴
史
的
汚
点
を

残
す
も
の
」
と
主
張
し
ま
し

た
。

で
は
、
地
下
鉄
民
営
化
基
本

方
針
案
は
継
続
審
議
と
な
る

一
方
で
、
バ
ス
の
民
営
化
基

本
方
針
案
と
経
営
健
全
計
画

当
初
予
算
を
可
決

日
本
共
産
党
は
反
対
大阪市議会

小川陽太市議

山中智子市議

小原孝志市議

バ
ス
民
営
化
基
本
方
針
を
可
決

府
市
研
究
所
統
合
を
可
決

山
中
市
議
が
反
対
討
論
〝
役
割
大
き
い
〟

井
上
市
議
〝
公
衆
衛
生
行
政
に
歴
史
的
汚
点
〟

地
下
鉄
民
営
化
方
針
は
継
続
に

維
新･

公
明
が
賛
成

維
新･

公
明
が
賛
成

維･

自･

公
が
賛
成

井上浩市議

shikai
テキストボックス
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